
こうすればチーム支援力が高まります

～ フォロワーシップと報連相 ～

合同会社サンクスシェア
代表社員・相談支援専門員 田中聡

R3.9.30
障がい児成長支援協会セミナー

右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。
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今日の内容

① 事業所理念の浸透

② 自分を知る

③ 他者を知る

④ 相互関係をつくる

⑤ 共働作業を企画する
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① 事業所理念





② 自分を知る



交流分析とは

自己分析の方法の一つ。一人の人間の中に，親の自我（P）・大

人の自我（A）・子供の自我（C）の3つの自我 (人格) が存在し，

行動や思考の際に一つ一つの人格が出現すると考え，この3つの

自我の質と量を分析する (構造分析) 。次に，3つの自我のかか

わり合い (交流) を分析する。自分を知ることにより，ストレス

に対応し，自分をコントロールするという考え方が根底にある。
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交流分析：３つのわたし交流分析

https://www.eqwel.jp/mama_shindan/ego.html


エゴグラムを測定してみよう
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自分のタイプをよく知っ

た上で、他者と接する。



交流分析



交流分析



交流分析



A群
自己の
成熟性

B群
変化行動
意思決定

C群
対人

営業活動

D群
組織

チームワーク

E群
業務
遂行

F群
戦略
思考

G群
情報

H群
リーダー



③ 他者を知る



【自分と他者を知る】
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15

【自分と他者を知る】
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【自分と他者を知る】



１．中央に集まり質問を聞く。

２．自分で答えを考える。（用紙に考えを記入する）

３．正しい・多分正しい・間違っている・多分間違っている、の４つにわかれる。

４．どうしてそう思ったか理由を話す。（数人）

５．他の人の考えを聞いて、考えが変わったら移動する。

６．次の質問をして１～５を繰り返す。

７．４つのコーナーをして、思ったことや気づいたことを話し合う。

構成的グループエンカウンター（SGE）『４つのコーナー』

ねらい：価値観の違いを認め合うことで、
一人一人は違うもの違いはあってもお互いを尊重し合う



子どもへ関り方と

して、叱ることは

やるべきではない

【４つのコーナー】自分と他者を知る



関係を深めるには

相手の話を聞く事

が最も大切である

【４つのコーナー】自分と他者を知る



人は価値観が違う

ので、行動もそれ

ぞれ違っていい

【４つのコーナー】自分と他者を知る



そのチームの中で

最も経験が長い人

の意見を聞くべき

【４つのコーナー】自分と他者を知る



自分の考えを抑え

てでも、組織の指

示に従うべきある

【４つのコーナー】自分と他者を知る



④ 相互関係をつくる



フォロワーシップとは

•フォロワーシップとは、 企業組織にお

いてリーダーを補佐するフォロワー（部

下やメンバーなど）が、リーダーに対し

て自立的支援を行うこと です。
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フォロワーシップの効果

アメリカ：ロバート・ケリー氏調査

【組織が出す結果に対する影響力】

「リーダー」１～２割＜「フォロワー」８～９割
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リーダー フォロワー



リーダーとフォロワーのマッチングの重要性

リーダーの立場から



フォロワーの２軸
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ポイント１

〇 事実の共有 ＜ 方法の検証 ＜ 改善策の決定

ポイント２

〇 検討する観点

① 事業所のリスクを軽減させること

② 事業所の実績を向上させること

チーム支援
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ポイント３

〇 チームとしての成果の検証

そのために・・・

事前のスタッフ役割分担の明確化

→ 役割分担の指示・声かけの徹底

チーム支援
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ポイント４

〇 報連相の内容と方法の明確化（PDCA）

そのために・・・

☑ 日・週・月・期ごとのミーティングの充実

☑ 重要事項の決定のあり方（誰もが納得）

チーム支援





⑤ 共働作業を企画する



事業実績の目標設
定(平均利用人数)

福祉の悪いと
悪露をなくす

叶と言えば…
づくり

療育はボラン
ティアではない

理念共有

個別支援計画上の目
標達成＆親のニーズ
達成を目指す

子どもの成
長把握

アセスメン
トの充実・
徹底

ケースカン
ファレンス(事
例検討)の実施

障がい特性
理解の研修
の実施

子どもの興
味感心の把
握＆共感

過程状況に合
わせた臨機応
変な対応

子どもを好
きになれる
かかわり方

子ども理解

新たな活動の
掘り起こし

子どもが来た
くなる活動

余暇時間の充実向上
(また来たい)支援

手作りおやつ
づくりの活動

年間行事の計
画＆計画発信

月行事の計画
＆計画発信

スタッフのこと
をよく知ろう
(他者理解)活動

働くイメージ
づくりの活動
(実習等)

活動づくりの工夫

利用漏れを
なくすルー
ルづくり

余裕を持っ
た計画立案

業務効率化の
ためのアイ
ディア会議

ノー残
業作戦

スタッフ間の
雰囲気づくり

スタッフ間の
報連相(引継
ぎの徹底)

活動の定型化
(子どもの支援
に集中する)

PLの重視

PL・サブ
PLの役割
明確化

連絡ノート・
送迎時の引継
ぎの徹底

詳細な業務
マニュアル
の作成

業務分掌(分
担)の再整理

リスク管理の徹
底(安全･けが･
運転･けんか等)

療育が円滑に
すすむための
PLの在り方

スタッフ振
り返りの時
間の確保

送迎専属職
員の採用

運営上の工夫

強みを見つける
マナー講
座の実施

一言一句を
考えるｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ能力

なぜ？意識

よかったこ
とをほめる 上司：部下の１

対１定期面接

明確な人事考課
基準がある業務
内容づくり

業務に臨む心構
え研修(一呼吸お
く･ミスの軽減)

スタッフ同士
による自主的
勉強会の実施

自主的に
勉強会へ
参加する

自主的に
勉強会へ
参加する

スタッフ間自
己開示会の実
施(3か月)

毎月１冊の
専門書読破

他事業所等
への見学･
研修外出

知識の向上

PLの能力向上

外部アドバイザーに
よる定期的な研修

雑談会の実施

自己理解
を深める

向上心
の育成

スタッフの
個性＝特性
の把握

スタッフ研修

連絡ノー
トの充実

定期面談の
実施(6ヶ月)

個別支援計
画・モニタリ
ングの徹底

アルバムの
作成と配付

保護者教室
の実施(3ヶ
月)城野さん

巡回相談

接し方(好かれ
る対応)の訓練

笑顔で対応

スタッフの
周知(写真
入り名札)

子どもの様子
の丁寧で喜ば
れる引継ぎ

子どもへの
適切な支援
を情報伝達
(トラブル
時の対応)

好かれる対応

保護者連携

良好な関係・
信頼づくり

初対面の印
象づくり

迎え時に
ボード持参

迎え時の教員か
らの情報収集

巡回相談の実施

法人内での
協力・連携

機関連携

HPでよさ
を情報発信

ふれあい市で
ちらし配布

市役所で
のｱﾋﾟｰﾙ

叶だよりの
定期発行

事業外
（講習
会）で
の周知

情報発信

子どもの目を楽し
ませる壁面づくり

安全に安心して過ご
す、遊ぶ環境づくり

室内でもボール遊び
ができる場づくり

整理整頓された
活動場所づくり

環境構成

利用実倍
増キャン
ペーン績

PL希望
性導入

意図的にお迎え
の日を設定し叶
参観を実施

送迎場所の
柔軟な変更

子どもたちの他
事業所との交流

仕事が「楽しくな
る」アイディア会議
(優秀賞報酬あり)

チャレンジしてみよう！



今の私は、

今の自分

〇年〇月〇日時点での私は、

なりたい自分

課題 段階的な取り組み

profile

よさ・強み

直接支援

事務処理

環境整美

企画・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

保護者・関係機関対応

専門知識・技能

意欲

①まずは
自分の
現状を
分析します

②短い文章で、自分の
現状をまとめます

③「今の自分」を
踏まえて、自分の
目指す姿を描きます

④プロフィール部分で
洗い出した現状分析
から、「自分自身の
課題」を整理します

※このとき、他者の
ことや自分ではど
うにもできないこ
とについては除外
します

⑤ 今後の人生において、もともともっている自分のよさ・強みを「自覚すること」
そして、それを他者に「アピールすること」がとても重要です。
その際、リフレーミングの手法を意識しておくとたいへん役に立ちます

⑥すぐに取り組めるこ
とから徐々に時間を
かけて取り組むこと
へ、下から順にステ
ップアップさせてい
きます

※大切なことは、実
際にできたかどう
かが評価できる内
容を決ておくこと
です

介助、声かけ
遊び、集団指示
など・・・

内容、スピード
効率化
など・・・

デザインセンス
片付け、整理
整頓など・・・

ＰＬマネジメント
イベント･企画提案
アイディア提案など

電話対応、連絡
ノート、送迎時
引継ぎなど・・・

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ
ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨｰ
興味関心
など・・・

読書、自主研修
資格取得、自己
啓発など・・・


